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提言書発行にあたって 
 

２００９年度 社団法人釧路青年会議所  
           理事長  本間 弘人  
 
 社団法人釧路青年会議所は、釧路のまちの発展と明るい豊かな社会の実現の

ため日々努力する20歳から40歳までの会員で構成される青年経済団体で、本
年創立 57周年を迎えました。私たちの団体が活動を始めた当初より、釧路は
道東経済の中心であり、漁業は漁獲高日本一を誇り、製紙業、石炭産業とその

繁栄ぶりは高度成長で駆け上がる日本の速度を上回る勢いでありました。 
 しかしながら、その中で失ったものも多く、昨今の不況下において、その歪

みが顕在化し、家族の結びつきの低下や少年犯罪など数多くの社会問題を生み

出しています。将来に夢を持たず、働く意欲のないニートやフリーターが年々

増えていく中で、その前の段階でどうやって若者に夢を持たせ、一人前の社会

人として巣立たせるのか。そのためにこの釧路地域で誰が何を行うべきかを、

調査・研究し、このたび提言としてまとめさせていただきました。新しいもの

を他から持ってくるわけではありません。地域にある素材をつなぎ合わせ、一

つの方向性を持って進めていくことで実現できる、と我々は考えます。ぜひみ

なさん、若者を地域で育てるため一緒に立ち上がりましょう！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なぜ企業が教育に関わる必要があるのか？

１ ９ ５ ０ 年代、 襟裳岬の漁師は
毎年、 不漁がひどく なることに

危機感をもった。
そのときに漁師たちがとった行動と

は、
襟裳岬に木を植えることだっ

た・ ・ ・

山 川 海

漁師

森

魚が以前より
捕れなく なった

性能のよい魚群探知機を導入する

他の漁船より う まく 採る方法を工夫する

短期的問題解決
アプローチ

市場ガ縮小していく 状況の中では
イス取りゲームの罠にはまる

中・ 長期的
問題解決アプローチ

豊かな森が豊かな漁場をつくる

豊かな学校・教育環境が
豊かな人材市場をつくる

 

「人を育てる」 
それは今を耐え忍

び、将来への種を植

え、苗を育てるこ

と。 木を切って植
えなければ森は育

たぬ。  
経済優先の現代社

会の中でいつから

それが途絶えたの

だろうか。その先に

あるものは、、、  
 

 



第1章 検証 人材育成の要素  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

若者の職業観・勤労観の欠如！

ニート・フリーター・早期離職者の増加

要因は

醸成するには

釧路版デュアルシステム構築へ！

 

ニート・フリーター・早期離職

者など、働く意欲がない若者が

増加しています。家庭環境や社

会情勢などいろいろな課題が

山積していますが、その要因と

して、若者の職業観・勤労観の

欠如があります。 若者の職業
観・勤労観を醸成するための方

法として、我々は「釧路版デュ

アルシステム」の構築が必要で

あると考え、提言させて頂きま

す。  
 

体系化することでより効果をたかめた職場体験プログラム
（愛知県瀬戸市の例）

推奨学年 名称 内容

１年生 将来つきたい
仕事って何？

ワークシートを用いて、自分の将来なりたい自分
を思い描く。

生きがい・
働きがい講座

生きがい・働きがいについて、様々な人生体験を
もったインパクトのある市民講師の話をきかせる。
生徒は、自分の将来の仕事についてより具体的に
考える材料を得る。

２年生 職業講座 様々な仕事をもった市民講師に直接職業について
語る講座。生徒は、プロとしての独自の経験や知
識を聴くことで、仕事理解を深める。

マナー研修
（社会人心得
講座）

職場体験に臨む生徒に、体験先での学習効果を高
めるための基礎的なマナーについて学ぶ。「社会
に出る」という動機付けともなる。

職場体験 単に職場で作業に従事させるだけで止めさせず、
職場の人々からの暖かい声かけを奨励したり、職
場体験内でプロジェクト学習をさせたり、より深
い体験となるように、支援を行う。

職場体験
報告会

職場体験で得た体験や感動、気付きをクラス内や
学年全体で発表しあい共有する。他の体験を疑似
体験することでばらつきを減らしたり、発表した

り、まとめたりする力を伸ばす。

３年生 コミュニケー
ション講座

生徒自らが、ワークショップや面接体験などのコ
ミュニケーションを通して、これまでの経験を振
り返り、今できること・将来の夢を考え、表現さ
せることで、コミュニケーション力や自己理解、
職業観を深める講座。

生きがい働きがい講座

職 業 講 座

マ ナ ー 研 修

職 場 体 験

職場体験報告会

コミュニケーション講座

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人材育成に欠かせない３つの柱、インターンシップ・出前講座・ボランテ

ィアを同時複合的に組み合わせ、若者を段階的に育てていくような、ひとつ

のシステムとして起動することによって、よりスムーズにより社会に望まれ

る人財として育成することができると考えます。  
このシステムのことを 「釧路版デュアルシステム 」と命名しました。  

 

未来の人財へ導く３つの柱

同時複合的に組み合わせひとつのシステムとして
起動することが最適である

釧路版デュアルシステム

イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ

出
前
講
座

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

 

企業の教育参加の手段とメリット

若
者

高校生 より実感、現実とのバランスのとれた将来選択に大きく影響。

中学生 目標となる大人像・生き方、仕事観、社会観に影響。

小学生 好みや興味に影響。子どもの視野を大きく変える「原体験」になる可能性も。

教育ＣＳＲの三つのメリット
① 地域での存在感の拡大

地域の代表企業になる

② 社員教育・士気向上

ＣＳＲ事業を通じて、社員が誇りをもち、
「教えること」で成長する。

③ 有能な若者雇用への布石

人材育成に直接関わることで、採用し
たい人材を増やし、また、自社に対する
あこがれ、よいイメージを残す

企業

① 市民講師
キャリア教育・ 理科実験授業

② 工場見学
③ 職場体験
④ プロジェ クト 学習支援
⑤ 実践型インターンシッ プ
⑥ ＮＰ Ｏ ・ 学校への協賛金等

教
育
Ｃ
Ｓ
Ｒ

投資（ 人・ 資金）



第2章 可能性 地域にもたらす効果  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

釧路版デュアルシステムが機能すると・・・

★目標の定まった若者とのマッチング

★即戦力に近い人材の確保

★早期離職の減少

・求人広告や面接

・人材育成セミナーや資格取得

★熟練労働力の備蓄

新入社員採用と人材育成の
コストを削減できる可能性

企業

 

★出前講座の手配や講師の選定

★インターンシップ受け入れ先の確保

★若者の就職チャンスの拡大

就職支援にかかる負担軽減と
チャンス拡大の可能性

学校 ・就職担当の先生 負担大！！

釧路版デュアルシステムが機能すると・・・

地域企業や業務内容を熟知しているわけではない

 

★資金の一本化による経費の削減

★縦割り行政の壁を打破し、一貫した就労支援体制を組める

★学校との連携が強固になり信頼関係を深めることが出来る

釧路版デュアルシステムが機能すると・・・

縦割り行政一本化の可能性

・国の機関であるハローワーク
・経済産業省が出資しているジョブカフェ

・厚生労働省が業務委託している若年者就労サポートステーション

・高校生の就職活動は、教育局とその高校、大学は独自に

行政

かなりの資金が投下されている・・・

 

釧路版デュアルシステムが機能すると・・・

★インターンシップや出前講座、ボランティアのメニュー充実
により信頼できる企業から就職先を探すことができる

★殆どの若者がマッチングする

★他地域からの人材流入の増加

・全ての若者が夢や希望と就職を
マッチングすることは出来ないが、
就職してから夢を持てたりすることも多い

若者の夢と仕事のマッチングと
人材流入の可能性

若者

 

見る・知る・感じる

経験する

自分の力で
社会に役に立てる

学
生
の
主
体
性
・コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

高校

・職場体験
将来の仕事

について考え

始める

自発参加型体験
・インターンシップ
・自主参加セミナー
・自主プロジェクト

自分の能力とやり
たいこと
の間の調整

中学小学校

・体験型

職業を考え
る時に生き
る体験に

主体的に

行動する

社会人大学

・実践型インターン
シップ（３ヶ月以上）

・社会的なプロジェ
クトの実施

・社会人基礎力事
業

人材は「林業」的ビジョンをもち、「農業」的に実施する

林業的＝十年単位の未来の需要予測で行動する。

農業的＝耕し→種まき→水・肥料やり・草取り→収穫と１年のサイクルで育つ
 



第3章 提言 釧路版デュアルシステム  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
むすびに 
 
 物に溢れ、何不自由なく生活できた日本。そんな社会に流され、我々の住む

釧路でも若者の夢を育てられない環境を作り、人材育成の大切さに目をつぶり、

利益優先の「即戦力獲得」という合言葉のもとに地域の将来を考えることをや

めていたのではないでしょうか。 
 今回の提言書をまとめるにあたり、若者のために企業・学校・行政が率先し

て連携し、国の新たな緊急雇用対策に盛り込まれた政策に則る形で「釧路キャ

リア教育戦略会議」を立ち上げ、その戦略会議が主体となって、「釧路版デュ

アルシステム」を具現化していくことによって、人材育成に最大の効果を生み

だすと考えます。 この釧路版デュアルシステムにより、若者が地域にとって

必要な人財として巣立ち、釧路の将来がより良いものになっていくものと釧路

青年会議所では確信し提言書のむすびとさせていただきます。 

釧路版デュアルシステムの理想形

出
前
講
座

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

企業

学校

行政

釧路地域の活性化 若者

 


